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実施概要                                      

【目的】 

 小学生を含む家族を対象に、豊かな自然の中での野外炊飯やクラフトなの機会を提供し、人や

自然との出会いを通じて、新たな価値の発見や心の成長を促すことを目的とした事業です。 

 

【定員】 

小学生を含む家族９家族 

 

【応募数】 

７家族 ２６人 

 

【参加者】 

 ５家族 １８人 

 

【告知の方法】 

・青少年野外活動センター・こども村 WEB サイトへ募集案内の掲載 

・青少年野外活動センター・こども村 FACEBOOK へ募集案内の掲載 

 

【当日のスケジュール】 

３月１５日（土） 

9:30 はじめのつどい 

9:45 火おこし体験 

10:30 焼杉体験① 

11:15 野外炊飯（豚汁・焼きおにぎり） 

13:15 焼杉体験② 

15:30 おわりのつどい 

 

 

 

 

 

 



プログラムについて                                

■はじめのつどい 担当：いっしー 

（内容） 

 3 月中旬にも関わらず、雪が舞っていたためドラム缶の焚火を用意しました。家族で火を囲ん

で、簡単なコミュニケーションの場となりました。 

はじめのつどいでは、スタッフの紹介や一日の流れの確認、活動時の留意事項等を確認しまし

た。その後、参加者全員で集合写真を撮りました。 

 

 

 

 

 

■火おこし体験 担当：さむじい 

（内容） 

 第３キャンプ場の炊飯場周辺で火おこし体験をしました。参加者は火おこしの方法について説

明を受け、家族ごとに火おこしに挑戦しました。雪が降り、気象条件は悪かったのですが、全て

の家族が火を起こし、ランタンに火を灯すことができました。 

 

 

 

 

 

■焼杉体験① 担当：シュガー 

（内容） 

 かまどに薪を入れる方法や薪選びのポイントを確認した後、火おこし体験でランタンに灯した

火を使って、家族ごとにかまどに火を起こしました。その火を使って杉板を焼きました。 

 
 

 

 

 



■野外炊飯（豚汁・焼きおにぎり） 担当：タッチー 

（内容） 

 第３炊飯場でカセットコンロを使い、家族で協力しながら豚汁を作りました。また、かまどの

火が熾火（おきび）になってから、家族ごとに焼きおにぎりを作ったり、マシュマロを焼いて食

べました。こどもたちは、ピーラーで皮をむいたり、食材を切ったり、かまどの火の管理をしま

りしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■焼杉体験② 担当：シュガー 

（内容） 

 自作したスウェーデントーチも紹介しました。次に午前中に焼いた杉板をワイラーブラシと新

聞紙で磨きました。その後、杉板の絵付け・装飾や自然素材を使ったクラフトをしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


